
 

船舶インシデント調査報告書 

令和８年５月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 座洲 

発生日時 令和７年１１月２０日 ２１時５０分頃 

発生場所 東京都江戸川区旧江戸川河口付近 

 浦安沖灯標から真方位３１２°１.７海里付近 

 （概位 北緯３５°３７.９′ 東経１３９°５２.１′） 

インシデントの概要 プレジャーボートAmbitious
ア ン ビ シ ャ ス

は、漂泊中、風に圧流されて浅瀬に座

洲した。 

インシデント調査の経過 令和７年１２月２日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート Ambitious、３.７トン 

 ２３０－５４０１０東京、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北北東、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の末期 

 インシデントの経過  本船は、船長が１人で乗り組み、同僚（以下「同乗者」という。）

６人を乗せ、クルージングの目的で東京都江東区所在のマリーナを出

航した。 

 本船は、ＧＰＳプロッターを作動させ、法定灯火を表示していた。 

本船は、旧江戸川河口付近に至り、船長が船首を南東方に向けて主

機操縦レバーを中立とし、漂泊を開始した。船長は、同川河口付近の

航行経験が複数回あり、浅瀬があることを知っていた。 

 船長は、ＧＰＳプロッターから目を離し、操縦席に座ったまま後ろ

を振り向き、遊園地の照明等の夜景を同乗者に順番に見せようと椅子

席の位置の変更を伝えていたところ、本船が北北東風を受けて南南西

方に圧流され、浅瀬に座洲した。（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ インシデント発生場所概略図 

国土地理院Ｗｅｂサイトの地理院地図を加工して作成 

 

 船長は、主機を前進後進にかけて本船を浅瀬から離洲させることを

試みたができなかったので１１８番通報した。 

 本船は、海上保安庁から依頼を受けた消防庁の潜水士が海中に潜っ

て船体を押して離洲させ、消防艇及びマリーナの船にえい
．．

航され、マ

リーナに戻った。 

分析  船長は、旧江戸川河口付近において、航行経験が複数回あって浅瀬

があることを知っていたものの、浅瀬の位置の記憶が曖昧であったも

のと考えられる。 

 船長は、同乗者に乗船位置の変更を指示することに意識を向けてい

たことから、ＧＰＳプロッターから目を離し、船位の確認がおろそか

となって、本船が風に圧流されて浅瀬に接近していることに気付かな

かったものと考えられる。 

これらのことから、本船は、旧江戸川河口付近で漂泊中、風に圧流

されて浅瀬に座洲したものと考えられる。 

原因  本インシデントは、夜間、本船が、旧江戸川河口付近で漂泊中、船

長が、ＧＰＳプロッターから目を離して船位の確認を行っていなかっ

たため、風に圧流されて浅瀬に接近していることに気付かず、浅瀬に

座洲したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型船舶の船長は、ＧＰＳプロッター等を活用して船位の確認を

適切に行うこと。なお、可能な限り、浅瀬の近くで漂泊させない

ことが望ましい。  

東京都江戸川区  

旧江戸川  

インシデント発生場所 

（令和７年１１月２０日 

２１時５０分頃発生） 


